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地域安全科学部門　災害情報通信分野

災害時における状況認識統一のためのGISの活用

井ノ口宗成

1．はじめに

　東北地方太平洋沖地震は，Ｍ＝9.0の巨大地震であり，複数の都県が同時被災した．複数の都県が同

時被災する災害は戦後初めてであり，とくにさまざまな被害が広域化しているため，災害対応に関わる

公的機関・民間組織の数はこれまでに類を見ないほど多数にのぼることが予想された．こうした組織間

の連携を確実にし，効果的な災害対応を進めるためには，関係する人びとが状況認識を統一することが

不可欠である．筆者らは過去に2007新潟県中越沖地震において新潟県災害対策本部内に地図作成班を構

築し，活動を行った実績があり（参照：京都大学防災研究所巨大災害研究センター・新潟大学災害復興

科学センター「新潟県中越沖地震対応における地図作成班の活動」平成21年3月，ISBN 978-4-901768-

14-6）（EMC：新潟県中越沖地震　地図作成班活動　ホームページ），それらの経験を基に全国規模で

の状況認識の統一を可能にするための活動を実施するとともに「災害時における状況認識統一のための

GISの活用」についての研究を行った．

2．研究の方法

　筆者らは，産官学民連携で「東北地方太平洋沖地震緊急地図作成チーム（Emergency Mapping 

Team）」を結成し，内閣府防災担当のご協力を得て地図作成活動を実施した．活動の目標は「国レベ

ルでの広域的な状況認識のための情報の地図による可視化」「都県レベルでの活動の調整に必要な情報

の地図による可視化」「緊急性・重要性が高い現場での活動を支援する情報の地図による可視化」である．

災害時における状況認識統一のためのGISの活用においては，「マッシュアップ（MashUp）」という概

念を用いる．IT用語としてのマッシュアップという「複数の異なる提供元の技術やコンテンツを複合

させて新しいサービスを形作し，複数のAPI（Application Program Interface）を組み合わせて形成し，

あたかも一体化したWebサービスであるかのような機能」を活用する．本活動では，①従来の災害対

応機関からの情報収集に加え，インターネット上の関連情報を収集整理して活用する，②災害対応にお

いて必要とされる地図をGISで作成し静的マップとして活用する，③静的マップにおいて生成した独自

レイヤーを，マッシュアップ技術を用いてクラウド上で動的マップ化し世界に公開する，ことを目指す．

本活動によって得られる効果として，①静的マップによる災害対応機関の意思決定の根拠の明示化，②

動的マップによって，災害発生前／後に集約された情報を主体のニーズによって重ねあわせが可能，で

ある．
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3．研究の概要

　活動拠点として，内閣府・予防（合同

庁舎5号館3階　6　特別会議室）に地図

作 成 セ ン タ ー（EMC=Emergency 

Mapping Center）を設置した．発災翌

日の3月22日から4月27日の撤収までに延

べ279人日の参画を得て，500枚の地図（静

的マップ）を作成した．静的マップは各

省庁・機関等の意思決定に活用された．

また，静的マップで生成した独自レイ

ヤーを動的マップとして公開し，同時に

インターネット上にあり活用が見込まれ

るレイヤーのカタロギングを行い，公開

した．これらの成果は，ＨＰ上に公開・配信し（図1），災害対応機関による活用を促進した（http://

www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/emt/）．産官学民による本活動は，各主体のボランティアを募り，「地図を

作成すべき主題データ」「地図作成に必要な基礎データ」「地図作成に関わる人材」「円滑な活動を支援

する人材」「活動に必要となる資器材」の提供を受けた．

4．研究の成果

　本活動で作成した500枚の静的マップを分

類すると，状況認識の統一のための「実被害

情報」「対応方針情報」「対応結果情報」が全

体の73.2％を占めた（図2）．これは過去の被

災地の地図作成班においても多くニーズの

あった地図であった．今回の災害の特徴が，

広域かつ複合災害であったため，現場の状況

が固着しない，被害の全体像が把握できない

などの理由から「ハザード観測情報」「推定

被害」が全体の20.4％を占めた．さらに災害

対応を具体化するためのシミュレーションに

用いるための「ハザードシナリオ」「社会資

産情報」が必要とされた．今後は，①「災害時における状況認識統一のためのGISの活用」を具体化す

る体制整備，②静的マップ作成手順の標準化，③動的マップ活用促進のための技術開発，が必要である．

参考文献

1）井ノ口宗成・田村圭子・古屋貴司・木村玲欧・林　春男，　緊急地図作成チームにおける効果的な現場型空
間情報マッシュアップの実現に向けた提案　－平成23年東北地方太平洋沖地震を事例として－，　地域安
全学会論文集，No.15，pp.219-229，2010.11.

図2　静的マップの分類結果

図1　ＨＰを活用した成果の公開




